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研究成果の概要（和文）：　16世紀ロシア国家的事業として編纂された「16世紀絵入り年代記集成」は、国家の支配者
イデオロギーを歴史的に研究するための最適な史料である。本研究では、この年代記の刊本テキスト・挿画を用いて、
先行の諸年代記との対照によってその編集史的な特徴を明らかにし、挿画における絵師の独自なテキスト解釈を分析し
た。
　1380年と1382年の記事として収録されている戦記物的な部分を研究した結果、テキストは人物を称賛・聖化する方向
で改変されていること、図像については、基本的には文字通りのテキストを図像化が指向されているが、幾つかの副モ
チーフにあたる部分の描写で、絵師の独自な解釈が行われていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The Illustrated Chronicle of Ivan the Terrible, the facsimile edition of which has
 been published recently, is one of the most appropriate sources for studying historical ideology of Musco
vy Tsardom in 16th century. We have contrastively analysed its texts with preceding chronicles, and also h
ave studied miniature-illustrators unique interpretations of texts.
 Preliminary study on articles of 1380 and 1382 shows that texts has been modified by the chronicle editor
s for admiring and even sacralizing historical personalities. Basically miniatures are faithful iconologic
al description of texts, but partly in secondary motifs we can find unique interpretations of illustrators
.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 中世ロシア　年代記　写本挿画　文献学　図像学

文学・ヨーロッパ文学（英文学を除く）



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
「16 世紀絵入り年代記集成」（以下「年代記
集成」と略称する）と呼ばれるこの年代記は、
1550 年代～60 年代にイワン雷帝が全国の絵
師と写字生を動員して、国家事業として制作
させた記念碑的文献である。原写本は、10
巻からなり、各巻は大判一千葉をこえる大部
の書物で、新たに編集された年代記テキスト
を含み、さらにほとんど各頁に、テキストに
対応する細密な挿画が施されている。2010
年～2012 年にロシアで公刊された、この年
代記の刊本は、原写本の第 4～10 巻を「ファ
クシミリ版」で再現したもので、1114 年～
1567 年のロシアの歴史をカバーしており、
そこに含まれる挿画は 10057 点と膨大な数
に及んでいる。 
 これまで、原写本が「国宝」級の稀覯書で
あったこと、ロシア国内の 3 カ所の文書館に
分散して保管されていたことから、一般の研
究者が「年代記集成」に触れること、とくに
挿画を直接閲覧することはほとんど不可能
だった。そのため、資料の存在は知られてい
たものの、ロシア年代記研究、文化史研究の
分野で、本年代記が利用されることは稀であ
った。 
それが、「ファクシミリ版」の刊行によっ

て、ようやく一般の研究者の利用が可能とな
ったのである。さらに、この出版に先行して、
「年代記集成」の校訂テキストが 2006 年に
刊行されている。このように、近年になって、
「年代記集成」研究の条件がととのったので
ある。 
 また、これまでロシアにおいても、数は僅
かであるが、「年代記集成」を用いた、歴史
学、歴史図像学、考古学、中世文化史の分野
での研究は行われてきた。これらの研究は、
刊本が広く研究者のものになったことによ
って、当然、より深く検討され、参照される
ことになった。こうして、散発的ではあるが、
ようやく各分野で「年代記集成」の実質的な
研究が始まったのが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 以上のような研究環境の大きな変化をう
けて、今後は、中世ロシアを対象とした歴史、
文化史、考古学、歴史図像学など様々な分野
で、この貴重な史料である「年代記集成」を
用いた研究が、急速に推進されていくことが
予想される。 
しかしながら、膨大な資料が一挙に研究者

の手に渡ったために、その全体像が見渡し難
く、史料的な位置づけや価値が定まらないま
ま、断片的に用いられるおそれがある。実際、
上に述べたように、挿画の研究は帝政時代か
ら僅かではあるが進められてきたが、テキス
トについては、その文献学的な研究、年代記
編集史全体における位置づけなど、ほとんど

なされていないのが現状である。 
さらに、史料として「年代記集成」を用い

る際の、方法についても、実際の研究が進ん
でいないことから、不明なことが多く、これ
からも様々な分野の研究者の試行錯誤の中
で試されていくと思われる。 
 
 そこで、研究代表者は「年代記集成」の文
献学・図像学・文化史研究の最初の段階とし
て、これに関する基礎的なデータ・ベースを
作成することを、本研究の第一の目的として
設定した。これによって、少なくとも史料と
しての全体像を見通すことができ、具体的な
テキスト・挿画の検討、分析に移る際に、全
体における方向付けが可能となる。 
さらにまた、このように作成したデータ・

ベースを用いて、具体的な記事を選び、文献
学的・図像学研究に取り組み、部分的であれ
「年代記集成」の史料的価値、研究上の意義
を明らかにしていくことを次の研究目的と
した。これについては、「年代記集成」の中
の典型的な記事、作品を選んで行うことにな
る。その際に、これまでの年代記研究と異な
り、テキストと挿画の関係に注意を払うこと
が重要である。 
 総じて、これから急速に進展すると思われ
る、本年代記研究の基礎固め作業を行うこと、
部分的であれ、具体的な記事を対象にテキス
トと挿画の分析を行い、今後の研究の方法論
的な方向付けを行っていくことが、本研究の
目指すところである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 「年代記集成」の基礎データ・ベース作成
はテキストと挿画についての二本立てで行
った。 
 テキストについては、16 世紀に編纂され、
「年代記集成」に先行する代表的な年代記、
「ニコン年代記」と「階梯書」の電子データ
を作成した。この二つの年代記は諸研究者に
よって、明らかに「年代記集成」に影響を与
えていることは指摘されてきたが、研究対象
が膨大であることから、その影響関係につい
て、全体的に論じられることはこれまでなか
った。このようなテキストのデータ化は、「年
代記集成」の文献学的な総合研究の第一歩と
なる。 
さらに、これまで作成していた「ラヴレン

チイ年代記」「イパーチイ年代記」「ノヴゴロ
ド第一年代記」等の初期年代記のデータにも
手を入れ、使いやすいようにした。 
 挿画については、刊本を用いて、ロシアの
歴史をカバーする部分の挿画10057点をすべ
てスキャンニングで読み取り、画像ファイル
を作成した。また、すべての画像のファイル
名に出典、時代に関する情報を加え、検索可
能なファイルとした。さらに、個々のファイ
ルに、挿画に描かれている、建築、衣服、武



器、器物、慣習、儀式などが参照できるよう
な補助情報を加える作業を始めたが、これに
ついては、一点一点について考察が必要な作
業であるため、以下に述べるように、具体的
なテキスト、図像分析を行った約 300 点の挿
画について行うにとどまった。 
 
 以上、作成したデータをもとに、まとまり
のある「年代記集成」の部分を選んで、出典
との影響関係を探る文献学的研究、絵師によ
るテキストの独自解釈を探る図像学的な研
究を行った。これについては、ロシア、ウク
ライナ等の国で実績のある、年代記の文献学
（編集史）の諸研究を参考にした。また、挿
画の研究については、西欧中世史の分野で盛
んに行われている歴史図像学、美術史分野の
イコノロジーなどの研究成果を参照した。 
 なお、文献学および図像研究の方法論につ
いては、学会参加や文献収拾の際に訪問した、
ペテルブルグ、モスクワ、ワルシャワ、クラ
コフなどの年代記研究者との意見交換によ
って得たアドバイスを参考にすることがで
きた。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の期間内には、以上のような方法で
作成したテキストと挿画のデータ・ベースを
用いて、1380 年『ドン川におけるドミートリ
イ・イワノヴィチと諸公の戦い』、1382 年『ト
フタムィシ＝ハンのモスクワ攻略とリャザ
ン占領の物語』の部分について、年代記テキ
ストの文献学的な詳細な対照分析を行い、さ
らに、挿画絵師によるテキストの独自解釈に
注目しながら、挿画の図像学的、図像解釈学
的な研究を行った。 
 14 世紀末のモスクワ国家にとって重要な
事件を描いたこの部分のテキストについて
は、16 世紀前半に編集された「ニコン年代記」
からの影響が圧倒的であり、「階梯書」「ソフ
ィア第一年代記」（？）による部分的な補正
がなされていることが分かった。しかしなが
ら、当該の部分については、「年代記集成」
編者の独自な加筆、改変は認められず、純粋
な「切り貼り」であることが分かった。 
これについては、ツァーリに献呈するため

の純粋な「正史」として編纂されているため
に、編者も保守的な編集方針で臨んでいるこ
とが推察される。 
 

 さらに、当該部分の挿画を分析した結果、
基本的には、テキストの内容を文字通り再現
するかたちで図像が構成されており、また、
主要な事件、人物、背景設定については、「年
代記集成」全体に共通する、イコン画をベー
スにした伝統的な画法が用いられているこ
とが分かった。 
 しかしながら、興味深いことに、幾つかの
副モチーフにあたる部分的な描写（王冠、馬

具など）では、テキストにない独自な描写、
解釈が行われていることが分かった。それら
を細かく検討すると、おおむね、描かれてい
る人物を称賛、聖化する方向をもっているこ
とも判明した。 
 
 以上行った分析は、原写本の 300 葉分を対
象としているとは言え、年代記全体に比べれ
ばわずかな部分に過ぎない。他の部分につい
ても同様な傾向が見受けられるかどうか、ま
た、年代記記事の時代によって、挿画絵師の
独自解釈には違いがあるのかどうか、など興
味深い課題が浮上した。これについては、今
後の研究課題となる。 
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